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◇
五
月
一
日
午
後
三
時
～
六
時

◇
市
保
健
セ
ン
タ
ー
集
団
指
導
室

　
冬
期
間
休
止
し
て
い
た
「
市
民
と

語
る
日
」
を
五
月
一
日
か
ら
再
開
し

ま
す
。
こ
と
し
の
語
る
日
は
、
過
去

五
年
間
の
実
績
と
反
省
を
踏
ま
え
て
、

つ
ぎ
の
要
項
に
よ
っ
て
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

①
毎
回
、
市
の
重
点
課
題
に
つ
い
て

融雪期です。

地すべりにご注意を

◇
座
談
会
形
式
…
テ
ー
マ
に
興
味
を
お

　
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い

座
談
会
形
式
で
行
う
。

②
こ
れ
ま
で
設
け
て
い
た
フ
リ
ー
の

語
る
日
及
び
移
動
市
民
と
語
る
日
は

行
わ
な
い
。

　
　
五
月
の
市
民
と
語
る
日
は
「
北

越
北
線
第
三
セ
ク
タ
ー
推
進
に
よ
る

市
の
振
興
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
実
施

し
ま
す
。
市
で
は
三
月
に
”
北
越
北

線
第
三
セ
ク
タ
ー
設
立
準
備
室
”
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

設
け
、
セ
ク
タ
ー
設
立
に
向
け
た
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
語
る
日

を
、
工
事
再
開
に
あ
た
っ
て
の
提
案

の
場
、
ま
た
工
事
進
展
と
並
行
し
て

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域
振
興

対
策
の
意
見
を
聞
く
場
と
し
て
位
置

づ
け
ま
す
。
フ
リ
i
参
加
者
か
ら
の

提
案
の
場
も
設
け
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。

山
火
事
に
こ
注
意
～
焼
や
す
ま
を
読
協
る
山
～

　
雪
消
え
と
と
も
に
、
枯
草
焼
や
山

菜
取
り
の
タ
バ
コ
の
不
始
末
か
ら
林

野
火
災
が
多
発
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

消
防
本
部
・
署
、
消
防
団
で
は
五
月

一
日
～
七
日
ま
で
「
山
火
事
予
防
運

動
」
を
実
施
し
ま
す
。

◆
運
動
の
重
点

・
た
き
火
を
し
た
時
は
後
始
末
を
完

全
に
す
る
。

・
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す

・
車
か
ら
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
を
投

げ
す
て
な
い

・
強
風
ま
た
は
乾
燥
時
及
び
枯
れ
草

な
ど
が
あ
る
危
険
な
場
所
で
は
、
た

き
火
な
ど
は
し
な
い

・
火
入
れ
の
許
可
を
必
ず
受
け
る

、
つよしま、

え植を　J桐
市
で
は
、
市
制
施
行
三
＋

訂
周
年
記
念
と
し
て
繭
の
苗

の
木
を
幹
施
し
ま
す
価
格
は

市
十
日
町
市
と
県
桐
植
栽
奨
励

　
　
　
会
の
補
助
が
あ
る
た
め
格
安

で
お
わ
け
し
ま
す
。

　
こ
の
際
、
ぜ
ひ
桐
の
記
念
植
樹
を

し
ま
し
ょ
う
。
注
文
に
つ
い
て
は
、

市
・
農
林
課
に
お
い
て
、
後
日
嘱
託

員
さ
ん
を
通
じ
て
取
り
ま
と
め
ま
す
。

　
雪
消
え
と
と
も
に
、
住
宅
の
新
築

や
増
改
築
に
よ
る
家
屋
の
廃
材
が
多

量
に
ご
み
焼
却
場
に
持
ち
込
ま
れ
、

処
理
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　
持
込
み
廃
材
の
う
ち
、
柱
、
ハ
リ

な
ど
の
大
型
廃
材
は
一
メ
ー
ト
ル
以

内
に
切
断
し
て
か
ら
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
長
い
物
や
重
い
廃
材
は
焼

却
を
お
断
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　
さ
籔
あ
灘
蒙
す

”
青
蟻
叢
、
、
難
凝
糞

　
郵
便
局
で
は
、
身
体
障
害
者
福
祉

強
調
運
動
に
ち
な
み
、
特
別
な
意
匠

の
四
十
円
郵
便
は
が
き
（
切
手
の
部

分
が
”
青
い
鳥
”
）
を
四
月
二
十
日

か
ら
発
売
し
ま
す
。

　
こ
の
は
が
き
は
、
郵
便
局
で
販
売

す
る
ほ
か
、
重
度
の
身
体
障
害
者
の

方
か
ら
申
し
出
が
あ
れ
ば
無
料
で
お

一
人
に
二
十
枚
さ
し
あ
げ
ま
す
。

　
身
体
障
害
の
程
度
が
二
級
ま
た
は

一
級
、
満
六
歳
以
上
で
、
こ
の
は
が

き
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の

郵
便
局
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
提
示

さ
れ
、
六
月
一
日
ま
で
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
し
出
は
代
理

の
方
で
も
郵
便
に
よ
っ
て
で
も
結
構

で
す
。

　過去の地すべり発生状況をみると、

3割以上が融雪期に集中しています。

特にことしは例年にない異常豪雪と

なっており、融雪期を迎えて、地す

べりの多発がけねんされます。

　早期の異変発見により、地すべり

被害の軽減と災害を未然に防ぐため、

つぎのような状況が見うけられたら

市・建設課維持管理係（盈57－3111

番内線263・267）までご連絡ください。

1．井戸水、湧水、留池などの水が急

　にかれる

2．水田の水もちが悪くなる

3．木の根がさける

4．地下に住む小動物が家屋内にはい

　あがる

5．地すべりくぽ地の上方の急傾地面

　に亀裂が生じる

6．地鳴り、家鳴りがきこえる

7．地すべりがおこる数日前、山肌の

　岩石がボロボロ崩れ落ちる

一響霧繊隊躍蜜薬、…蒙…妻

　難讐鱗簿蒸離麹麟難韓藩勲

13日　大渕石油店栄橋給油所

　　㈱新潟ケンベイ美雪町給油所

　　十日町木工㈱十日町西給油所

20日　長谷川石油㈱下条給油所

　　　㈱山松商店十日町バイパス給油所

　　　小林石油十日町給油所

27日　㈱山田屋商店四日町給油所

　　　㈱村山石油十日町給油所

　　　㈱村昭石油住吉給油所

　　　蓉穫相談鞘

〈交通事故相談〉　5月7日（月）

〈定例行政相談〉　5月17日休）

〈巡回内職相談〉　5月18日㈲
時間10：00～15：00・会場市役所市民相談室
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、
馨

一ツ活動」の輪をひろげよう〃～

基
金

　
市
制
施
行
三
十
周
年
記
念
事
業
の
重
点
事
業
と
し
て
、
”
国
際
交
流
・
文

化
ス
ポ
ー
ツ
基
金
”
の
募
金
活
動
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
市
民

に
よ
る
国
際
親
善
交
流
の
促
進
と
い
う
目
的
と
あ
わ
せ
、
市
を
代
表
し
て

北
信
越
大
会
・
全
国
大
会
等
に
出
場
す
る
文
化
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
選
手
に

対
し
て
費
用
を
助
成
し
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
文
化
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
基
金
の
積
み
立
て
は
、
市
の
資
金
と
民
問
資
金
の
総
額
五
千
万
円
を
予

定
し
、
助
成
経
費
は
そ
の
運
用
収
益
を
あ
て
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
市
民
生
活
に
お
い
て
も
、
国
際
親
善
交
流
の
輪
は
大
き

く
ひ
ろ
が
り
、
さ
ら
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
、
一
層
の
青
少

年
健
全
育
成
を
進
め
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　
市
制
施
行
三
十
周
年
を
迎
え
た
こ
の
機
会
に
、
後
世
に
残
す
市
民
共
有

の
財
産
と
な
る
こ
の
基
金
が
、
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
幅
広
く

募
金
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

積

　
国
際
交
流
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
基
金

は
、
市
の
出
資
金
一
千
万
円
（
昭
和

五
十
八
年
度
に
出
資
済
み
で
す
。
）
と

市
民
の
み
な
さ
ん
の
援
助
資
金
四
千

万
円
の
総
額
五
千
万
円
の
積
み
立
て

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
、
市
内
の
各
法
人
、
団
体
、

体
育
協
会
な
ど
や
東
京
十
日
町
会
の

円

市出資金’

1，000万円

額
胴

標
㈱

目

み
立
て
に
ご

　〈昭和59年4月19日現在＞

み
な
さ
ん
に
呼
び
か
け
を
行
っ
て
お

り
、
一
部
ご
援
助
も
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
は
、
学
校
、
文
化
サ
ー
ク
ル

を
は
じ
め
、
市
民
全
体
の
運
動
と
し

協
力
を

て
幅
広
い
活
動
を
展
開
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
基
金
の
目

的
や
内
容
を
ご
理
解
い
た
だ
き
な
が

ら
、
市
民
み
な
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り

の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

助
成
す
る
事
業
や
活
動

　
国
際
交
流
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

活
動
は
、
年
々
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
参
加
し
、
幅
広
い
活
動
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
金
の
助
成

内
容
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
助
成
は
、
一
部
の
人
の
み
と
い

う
考
え
方
で
な
く
、
市
民
全
体
の
も

の
と
い
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
併
せ

て
お
願
い
し
ま
す
。

国
際
交
流
事
業
に

　
　
　
　
　
関
す
る
助
成

■
姉
妹
都
市
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
と

の
青
少
年
交
流
事
業
…
…
対
象
経
費

（
旅
費
－
航
空
運
賃
と
国
内
交
通
費
、

保
険
料
、
旅
行
手
続
手
数
料
）
の
総

額
の
六
十
響
以
内
を
助
成
。

■
国
際
交
流
青
少
年
派
遣
事
業

O
対
象
と
な
る
事
業
…
…
①
勤
労
青

少
年
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
親
善
派
遣

団
（
勤
労
青
少
年
協
会
）
②
青
年
の

船
（
総
理
府
）
③
青
年
リ
ー
ダ
ー
養

成
海
外
研
修
（
県
）
④
青
年
農
業
士

海
外
研
修
（
県
）

O
助
成
基
準
…
…
総
経
費
か
ら
各
種

補
助
経
費
を
除
い
た
自
己
負
担
額
の

三
十
軒
以
内
を
助
成
（
た
だ
し
④
に

つ
い
て
は
五
十
新
以
内
）

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

　
　
　
　
　
に
関
す
る
助
成

■
文
化
関
係

o
小
・
中
・
高
校
…
…
対
象
経
費
の

総
額
の
五
十
榔
以
内
で
助
成
。
た
だ

し
一
人
に
つ
き
助
成
額
は
三
万
円
が

限
度
。
　
（
高
校
生
は
、
市
外
出
身
者

は
除
外
。
）

o
社
会
教
育
（
青
少
年
）
…
…
事
業

内
容
に
よ
り
検
討
し
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
関
係

o
中
学
校
…
…
対
象
経
費
総
額
の
九

十
督
以
内
で
助
成

o
高
等
学
校
…
…
対
象
経
費
総
額
の

三
十
響
以
内
で
助
成

o
社
会
体
育
…
…
対
象
経
費
総
額
の

三
十
響
以
内
で
助
成
。
た
だ
し
、
県

〃＼

　　’　、

2
　　△oり

節

4
く

　
6

惣
≧
撃
雲
9
雲
≧
象
き
雲
監
監
よ

鹸
　
　
　
　
　
　
鴨

齢
基
金
と
は
…
…
｝

皿
簡
単
に
は
・
将
来
の
あ
る
目
的
の
｝

饗
積
み
立
て
を
－
て
お
－
資
金
｝

餉
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
国
際
交
｝

鑑
●
文
化
ス
ポ
↓
基
金
と
し
て
議

｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

鴛
鞭
防
譲
纏
豹
繍
簿

皿　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

幽
法
鞭
麓
賢
の
ほ
か
」

紬
奨
学
基
金
、
交
通
遺
児
等
援
助
基
金
、
脚

6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

学
地
開
発
基
金
、
財
政
調
整
基
金
諭

醐韮
r
ー
ー
『

青
年
大
会
は
対
象
外
。

※
そ
の
他
の
も
の
と
し
て
、
ミ
ニ
国

体
・
国
体
・
海
外
派
遣
大
会
、
各
種

全
日
本
選
手
権
大
会
等
に
も
助
成
し

ま
す
。
二
～
五
万
円
定
額
）

※
対
象
経
費
は
、
参
加
料
（
出
場
料
）

交
通
費
、
宿
泊
費
、
保
険
料
や
そ
の

他
必
要
と
認
め
た
も
の
で
す
。

　
　
※
高
校
生
は
、
市
外
出
身
者
を
，

　
　
　
除
外
し
ま
す
。

刀
ノノ

’

皿

．
〃噛

ン

2

＼
＼
＼
命タ

運
用
収
蓋

凝
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ダ皇市屍共有の財窟づくり盟

～みんなの手で「国際親善と文化・スポ

　熱じ　　　　願お
制
度
の
大
き
な
目
的
の
ひ
と
つ
。

の
よ
う
な
意
味
で
も

市
の
将
来
へ
の
大
き
な
財
産
づ
く
り

で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
、
今
後
、
市
民
の
み
な
さ

ん
へ
は
、
い
ろ
ん
な
立
場
で
、
い
ろ

ん
な
組
織
の
中
で
、
援
助
の
依
頼
が

ゆ
く
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
目
的
や

主
旨
等
を
ご
理
解
い
た
だ
く
中
で
、

　
こ
の
基
金
は
、
市
民

み
ん
な
の
共
有
の
財
産

と
い
え
る
も
の
で
す
。

国
際
親
善
も
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
も
年
々

盛
ん
に
な
る
一
方
で
、

参
加
す
る
場
合
や
派
遣

等
の
費
用
負
担
も
多
額

な
も
の
に
な
っ
て
来
て

い
る
現
況
で
す
。
そ
れ

ら
の
経
費
負
担
の
軽
減

を
図
る
こ
と
も
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
、
こ
の
制
度
が
、

灘

距

　一一 ＝
蝿

寄
付
を
す
る
場
合
の
手
続
き

翻
援
助
資
金
（
寄
付
金
）
の
額
謹

　
い
く
ら
で
も
結
構
で
す
、

翻
援
助
の
手
続
き
O

　
市
総
務
蔀
総
務
課
ハ
費
五
七
－
三

繭
一
一
番
内
線
二
一
　
⊥
霊
五
）

に
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
係
が
飴
肉
き

ご
自
分
の
判
断
に
応
じ
た
ご
援
助
を
、

し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

諜
ず
．
蒙
驚
は
辮
内
金
融
機
関
及
び

農
業
協
岡
縫
轡
ハ
本
所
及
ぴ
各
事
業

所
）
・
撫
役
辮
（
総
務
課
及
ぴ
各
轡

張
所
）
に
専
罵
の
納
付
書
が
備
え
護

あ
鱗
ま
す
の
で
、
蓄
続
き
を
と
っ
て

糖
た
だ
い
て
も
結
構
懇
す
．

　みなさんからの援助資金は、4
月19日現在で、個人53名、法人、　・籔麟騨騨欝

団体等7団体、計6，636，500円と

なっています。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
庭
野
日
敬

　
　
　
　
　
　
　
（
立
正
佼
成
会
）

　
　
　
　
　
二
百
万
円
　
▼
諸
里
正

　
　
　
　
典
（
新
座
第
三
）
　
二
十

　
　
万
円
　
▼
本
田
欣
二
郎
（
袋
町

中
）
十
万
円
　
▼
服
部
泰
（
学
校
町

一
）
　
十
万
円
■
▼
岩
田
三
夫
（
北

原
）
　
十
万
円
　
▼
鉢
真
生
会
　
三

万
円
　
▼
十
日
町
相
援
連
盟
　
五
十

万
円
　
▼
山
岳
協
会
　
六
千
五
百
円

▼
丸
山
工
務
所
㈱
　
三
百
万
円

▼
十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
　
五
万
円

▼
宮
入
健
一
（
妻
有
町
東
一
丁
目
）

五
千
円
、
▼
渡
辺
嘉
平
（
寿
町
二
・

三
丁
目
）
　
五
千
円
　
▼
板
橋
道
夫

（
川
治
中
町
）
　
五
千
円
　
▼
山
田

へ
、
鑑
．
畿

　
　
　
　
　
一
万
円
　
▼
丸
山
一
夫
　
一
万
円

　
　
　
　
▼
増
田
哲
男
　
一
万
五
千
円
　
▼
庭

　
　
　
　
野
た
け
　
一
万
円
　
▼
高
橋
安
治

　
　
　
　
五
千
円
　
▼
高
橋
リ
ン
　
五
千
円

　
　
　
　
▼
根
津
福
春
　
一
万
円
　
▼
池
田
勇

　
　
　
　
　
一
万
円
　
▼
関
口
歳
松
　
一
万
円

好
也
（
妻
有
町
西
一
・
二
丁
目
）

五
千
円
　
▼
十
日
町
市
バ
ド
、
・
、
ン
ト

ン
協
会
　
二
万
五
千
円
　
▼
木
内
聡

子
（
本
町
七
丁
目
二
）
　
三
万
円

　
“
東
京
十
日
町
会
u

　
▼
春
日
由
三
　
五
万
円
　
▼
岩
田

象
二
郎
　
一
万
五
千
円
　
▼
吉
田
仁

作
五
万
円
▼
池
田
幸
隆
二
万

五
千
円
　
▼
阿
部
勝
治
　
五
千
円

▼
市
村
要
　
一
万
円
　
▼
伊
佐
早
二

郎
三
万
円
▼
今
井
三
郎
五
千

円
　
▼
太
田
清
之
助
　
五
千
円

▼
生
越
智
好
　
一
万
円
　
▼
金
沢
太

七
　
一
万
円
　
▼
庭
野
常
作
　
一
万

円
　
▼
庭
野
与
八
　
一
万
五
千
円

▼
林
昭
司
　
五
千
円
　
▼
林
子
之
蔵

▼
関
口
正
二
　
一
万
円
　
▼
小
林
ト

ヨ
　
ニ
万
円
　
▼
宮
入
鴻
一
　
一
万

円
　
▼
田
口
健
二
　
五
千
円
　
▼
田

村
弘
治
郎
　
五
千
円
　
▼
丸
山
伴
兵

衛
三
万
円
▼
平
山
キ
ョ
エ
五

千
円
　
▼
池
部
鶴
子
　
五
千
円

▼
小
村
文
一
　
一
万
円
　
▼
酒
井
久

作
一
万
円
▼
池
田
ム
ツ
五
千

円
　
▼
庭
野
順
三
　
五
千
円
　
▼
徳

永
定
計
　
五
千
円
　
▼
大
島
弘
子

五
千
円
　
▼
高
橋
十
三
　
五
千
円

▼
俵
山
千
代
松
　
五
千
円
　
▼
南
雲

小
太
郎
　
五
千
円
　
▼
柳
亥
太
郎

五
千
円
　
▼
福
崎
善
康
　
五
千
円

▼
樋
口
林
平
　
一
万
五
千
円
　
▼
山

本
加
突
　
五
千
円
　
〈
敬
称
略
〉
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蕪

オペラの殿堂・ミラノ

古城の都・ローマ

▲イタリア製カー＆バイク展示会

と　き

ろこと

4／28㊤〉5／6◎（9日間）

産業物産館　　　　　　　　17号線六日町

コE灰欝　　　　　　　　　　　　　　パチンコ　　　　　　　　　　　　←長岡
　　　　　　　　　　　　　　　　117号線
　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　交番　　　郵便局

砥ト）57－2323　　　　課偲

★お問合せはお気軽にクロス10
　までどうぞ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高崎→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野→

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　警察署

イ羅謎遜惣蟻展示即壷会

蕎盗螺羅騒感ン＠集搬

凹口

5／3㊥陶5：・・一受付4：3・

世界一のワイン国イタリア。ワインの楽しみ方、

ワインの魅力、ワイン飲みくらべなどワイン党
全員集合。

4／28㊤一5／6⑪

　
　
　
轍

　
　
　
　
嗣

　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
馴

＝目タ
　
）

一
　
社

ネ
氏
会

イ
広
式

“
　
　
株

一
ア
正
産

一
”
物

コ
」
テ

．
北
ン

ン
　
モ

イ
ー
　
（

ワ＝

鑛翻，姦熱懸螺禽

受付鋼♀：183／3㊥総89

　グッチやフェンディのブラ

　ンドなどで世界的に有名な

　皮革製品から、世界一を誇
翻るワイン、若者に人気のあ

　るスパゲティやマカロニま
　でオールイタリア製品を展
　示販売致します。

〈ムジカ・セイ＝コンサート〉

「長靴の国」イタリアが、フ

ランス料理の母国だというこ

とをご存じの方はかなりの料

理通。

食べるために働くといわれる

程のイタリア料理をお楽しみ

ください。

瀬醸

　纏辮灘．懸難
　　　、難織鐵灘

繰鐵饗類鑛

慈露嬰霧綴纐鎌
　※無料です。

lllii謬翻鵬

イタリアは、ドレミ…の音
名を考案し、バイオリンや
ピアノを作り、オペラを生
み出すなど音楽とは縁の深
い国です。音楽会などの機
会が少ない当地域の皆様に
は、春の一夜、本格的なイ
タリア音楽をお楽しみ下さ
レ、

●昼の部（小中高生）

　PM1：30～PM3：00
●夜の部（一　　般）

　PM6：30～PM8：30
クロステン大ホール
入場料／小中高生￥500・一般￥1，000

〈入場券発売所〉十日町新聞、十日町タイムス、大万書店、

　ライオンドー、ハトヤ時計店、ミヤコヤ時計店、十日町市
　公民館、野上書店、プラザ・コア、川西町松本書店、クロ
　ス10案内所

義羅黙譲…嚥撮羅i嘉轟最愚煽乗…る鎗綴

5／3㊧AM1・：・・一剛3：・・

100円（缶ジュース1本つき）でS　L乗車券を
買おう……チビッコ大集合〃

（イタllア製具磐惚怨メオ●。’）

4／28㊤～5／6⑤

主催／＋日町市・㈲＋日町地域地場産業振興センター・ジェトロ新潟貿易情報センター・働製品輸入促進協会（ミプロ）
後援／中ノ1企業庁・東京通商産業局・新潟県・駐日イタリア大使館商務部・イタリア政府観光局・イタリア貿易振興会・各報道機関
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ティスコ太会

懸／差＄㈱

　霊憲；3（）一霊9；3⑧

ク耀ス10　大添一痔

一入揚無料一

　老若露安問わずに

　　　　奪員集合！

第3回山菜まつり

〈塩之又森林運動公園＞

5／12（土）13二〇〇～15：00

ディナーパーティ

5／12（土）17：30～19：00

クロス10大ホール

　黒姫神社例大祭

5／12（土）16：00～黒姫神社

富本茂十郎碑招魂祭

5／欝㈲9：0鋳宮本公園

　歩行者天国
5／13（日）　7商店街合同

　イベントを検討中！！

きもののつど憾

蕪

N
　
　
　
　
　
　
　
　
是
非
あ
な
た
も

　
　
　
彫
イ
　
　
　
　
　
き
も
の
姿
で
〃

　協賛行事
・十三詣り

5／13（日）9：00～11：00本城院

・愛宕山桜まっり
5／1（火）～5／13（日）

・稚児行列5／3休）9：30～10：30

　＜本城院～愛宕山公園＞

・絵画・習字作品コンクール展
5／12（土）～20（日）

クロス10　グランドホール

・アートギャラリー展
5／12（土）～13（日）

クロス10（ロビー・会議室）

・花展〈小原流松岡教室＞
5／12（土）～13（日）

クロス10　展示ホール

民踊流し
5／12（土）19：00～22：00

少年野球大会

5／3休）・5／5仕）

河川敷グラウンド

※消雪の状況により
日程を5／20（日）・27（日）

に変更する場合もあ

ります。

きもの展
5／12（土）～13（日）

クロス10

　　中ホール

きものまつり実行委員会事務局

クロス104階（盈57－2323番）

㈱ジャルコ創業へむけて起工式

：
即

　4月3日に正式調印を完了し．7月i
日の創業にむけて準備をすすめている㈱

ジャルコ十臼町工場（吉沢章次工場長）

では、4月12日起工式を行い、急ピッチ

の工事を行っています。

　また、祉員募集も行っており、⑳0名の

準社員を6月末まで募集中です。

（仮事務所タロス10内、饗52－5605番〉
藻，

21世紀への黙きもの生活情報誌療

　・「β（蛎7z8」　倉唖干唖！銘

　　～十日町織物工業協同組合～

　全国で、産地として単独の情報誌を発

刊するのは例のないもの。そんな初めて

の試みで動きだしたのが、きもの生活情

　　　　　　　　　　報誌
「きもので

　磯撫

難騒辮熱万

　　　　　　　　す。

　　　　　　　　（A4版20P）

職

・84十日町織物総合求評会

〈4／11・12〉開催されました

　4月11～12日、クロス10を会場に開催

された「’84十日町織物総合求評会」は、

サミット元年としての新しい試みの中で、

テーマを“感性から未来へ一ザ・プレゼ

ンテーション“と掲げ、各社が一丸とな

った新しい企画で盛大に行われました。

一丁『rT一
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昨
年
度
か
ら
始
め
ら
れ
た
『
克
雪

住
宅
づ
く
り
資
金
貸
付
事
業
』
は
、

初
年
度
と
い
う
こ
と
で
P
R
不
足
も

あ
っ
て
、
問
い
合
わ
せ
件
数
は
多
か

っ
た
も
の
の
、
実
際
の
資
金
利
用
者

は
五
棟
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
五
六
・
五
九
豪
雪
と
相
次
ぐ
豪
雪

は
、
市
民
生
活
　
　
特
に
雪
お
ろ
し

に
関
し
て
は
大
き
な
圧
迫
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
よ
り
効
率
的
な
雪
処
理

を
促
進
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い

る
こ
の
事
業
の
内
容
を
ご
招
介
し
ま

す
。　

今
年
度
は
既
に
、
申
請
済
み
の
人

も
何
人
か
あ
り
ま
す
。
貸
付
を
希
望

さ
れ
る
人
は
早
め
に
市
役
所
市
民
生

活
課
環
境
係
（
費
五
七
－
三
一
一
一

番
内
線
一
四
一
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

囹
融
雪
式
ま
た
は
耐
雪
式
家
屋
が
対

象
…
…
つ
ぎ
の
内
容
の
家
屋
（
住
宅
、

店
舗
、
車
庫
等
）
の
新
築
ま
た
は
改

良
に
要
す
る
経
費
が
対
象
で
す
。

【
融
雪
式
の
場
合
】

◎
平
年
雪
に
対
し
融
雪
処
理
が
期
待

で
き
る
屋
根
構
造
を
備
え
た
家
屋
の

建
築
ま
た
は
改
良
。

◎
平
年
雪
に
対
し
屋
根
雪
処
理
施
設

（
ル
ー
フ
、
ヒ
ー
テ
ン
グ
等
）
の
設
置

※
地
下
水
の
開
放
利
用
を
伴
う
も
の

庭
野
敏
明
さ
ん
募
奪
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
瀦
最
も
近
糖
で
賞
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
第
蕊
回

　
　
　
難
饗
ヲ
エ
ァ
総

誉
野
　
積
翼
深
薪
想

塵籾
　
　
コ
ー
ナ
ー
結
果
総

ゑん
　
礫
年
牽
三
月
開
催
の
辮
第
雲
醸
蒐

さ
雪
フ
ェ
ア
」
の
串
で
行
っ
た
最
高
積

騰
灘
藩
了
帝
禰
藤
嚢

蹴
叢
鱗
難
欝
決
定
轟
蒙
雛
羅
・
，

　纂
、
鋒
灘
ぽ
、
『
今
饗
禰
穫
鷺
深
．
灘
董
覇
・

羅
欝
麟
灘
お
籔
蒙
繭
薩
観
蕪
．

　
檎
雛
の
最
も
高
い
欝
憾
い
つ
が
、
ど

は
対
象
外
で
す
。

【
耐
雪
式
の
場
合
】

◎
積
雪
荷
重
三
眞
二
十
仕
．
灯
以
上
の

耐
雪
構
造
家
屋
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
鉄
骨
等
）
の
建
物
。

囹
貸
付
金
額

　
一
戸
当
た
り
の
工
事
費
所
要
額
の

八
十
警
以
内
で
、
か
つ
十
万
円
単
位

で
五
十
万
～
三
百
万
円
ま
で

囹
貸
付
の
条
件
…
…
個
人
ま
た
は
従

業
員
数
三
十
人
以
下
の
法
人
で
あ
れ

ば
貸
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

①
年
利
ー
五
暫
・
償
還
十
年
以
内

⑨
市
内
に
居
住
す
る
連
帯
保
証
人
一

名
以
上
。
（
担
保
を
付
け
る
場
合
有
。
）

囹
そ
の
他

o
工
事
完
了
を
確
認
し
た
後
、
資
金

を
貸
付
け
ま
す
。

o
市
内
の
金
融
機
関
で
取
り
扱
い
ま

す
。れ

位
の
高
警
に
鞍
る
懸
を
攣
想
襲
《

も
薦
つ
彪
慰
の
。
霊
“
解
縁
．
『
『
蚤
潟

編
欝
・
轟
鱗
穴
鐙
薫
臓
》
脹
驚
難
癒
毎

ズ
．
黙
》
賞
該
当
考
ぽ
樋
叢
慧
ん
懸
観

だ
が
、
つ
ぎ
の
お
叢
太
鰭
畿
彰
撒
毒

記
念
品
溺
贈
ら
義
諜
駕
灘
。

口
最
も
近
鱒
懸
賞
庭
野
敏
明
餐
ん

　
（
赤
念
）
藩
懇
き
・
：
慧
月
慧
牽
盃
鐵

蕊
離
六
牽
五
税
ン

ロ
誓
で
賞
躍
整
騰
驚

　
（
本
購
一
）

難
昼
穀
譲
驚
嚢
獺
、
，
、

謙
馨
灘
、
灘
．
鞭
麟
叢
灘
総
数
鐵
、
難
欝

、
愛
嚢
慧
人
蕪
撮
も
蟄
鰹
．
赴
藩
想

、
・
讐
欝
＋
鰍
灘
灘
灘
璽
霧
馨
集

奪
遷
い
う
も
の
響
慧
滋
、
．

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆曳9
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◆
　
◆
　
◆

◆
　
◆
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◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

昭
和
59
年
度
一
般
会
計
予
算
案
な
ど
可
決
〔
第
固
定
例
会
〕

十
日
町
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
〔
第
二
回
臨
時
会
〕

〔
第
一
回
定
例
会
〕

◆
…
…
…
議
案
三
十
七
件
、

◆
意
見
書
一
件
を
可
決
、

．
◎
審
議
さ
れ
た
主
な
も
の

・
o
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
策
定

に
つ
い
て
…
池
谷
、
珠
川
、
大
池
、

餌
願
入
、
野
中
、
大
石
の
六
辺
地
に
係

・
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
を
行
う

◆
も
の

o
市
税
条
例
の
一
部
改
正
…
軽
自
動

、
車
税
に
つ
い
て
、
積
雪
減
免
規
定
が

・
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

o
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に
関
す

N
る
条
例
の
一
部
改
正
…
第
二
計
画
区

・
域
の
受
益
者
負
担
金
額
を
一
平
方
材

当
た
り
四
百
五
十
円
に
し
、
第
四
期

◆
分
の
納
期
を
二
月
未
日
に
す
る
も
の
。

・
o
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正
…
真

・
田
地
区
簡
易
水
道
を
加
え
た
も
の
。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

　
　
西
小
学
校
に

　
　
科
学
技
術
庁

　
　
長
　
官
　
賞

　
　
　
1
「
創
意
工
夫
」
の

　
　
　
　
　
　
　
育
成
功
労
－

　
市
立
西
小
学
校
（
滝
沢
雅
利
校
長
）

は
、
今
年
度
の
「
創
意
工
夫
育
成
功

労
」
学
校
と
し
て
科
学
技
術
庁
長
官

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
は
、
全
国
か
ら
個
人
九
百
九

％
～
％

　
　
請
願
二
件

　
採
択
。

　
o
診
療
所
条
例
の
廃
止
…
水
沢
診
療

　
所
を
廃
止
す
る
も
の
。

　
o
保
健
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部

　
改
正
…
保
健
セ
ン
タ
i
業
務
に
「
診

　
療
に
関
す
る
こ
と
」
　
「
受
診
者
の
使

　
用
料
」
を
加
え
た
も
の
。

　
o
昭
和
五
十
八
年
度
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
補
正
予
算
…
保
険
給
付
費

　
な
ど
一
億
二
千
六
百
三
万
円
を
減
額

　
し
総
額
十
八
億
九
千
八
百
二
十
万
五

　
千
円
と
す
る
も
の
。

　
o
昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
…
道
路
除
雪
委
託
料
な
ど
一
億

　
四
千
三
百
二
十
八
万
二
千
円
を
追
加

　
し
、
総
額
百
二
十
四
億
二
千
五
百
五

　
十
九
万
一
千
円
と
す
る
も
の

　
　
o
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
及
び

　
特
別
会
計
予
算
…
内
容
は
三
月
十
日

　
付
市
報
と
お
か
ま
ち
参
照
。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

　
人
、
小
・
中
学
校
合
計
で
四
十
校
が

　
受
賞
し
た
中
で
、
県
内
で
は
た
だ
一

　
校
の
も
の
。

　
　
発
明
工
夫
教
室
開
催
、
町
の
発
明

　
家
を
招
い
て
の
講
演
会
な
ど
を
通
じ

　
て
創
造
力
の
育
成
を
行
っ
て
お
り
、

　
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
郡
市
内
や
県
内

　
　
の
”
発
明
工
夫
展
”
に
も
多
く
の
作

　
品
が
上
位
入
選
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
今
月
十
八
日
に
は
、
新
潟
県
庁
で

　
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
表
彰
状
と
副
賞

　
　
（
表
彰
楯
と
賞
金
十
万
円
）
が
贈
呈

　
　
　
　
　
の

　
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗

◎
採
択
さ
れ
た
請
願
…
医
療
保
険
制
悟

度
の
抜
本
改
悪
に
反
対
し
医
療
制
度
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
充
実
を
も
と
め
る
請
願
　
　
　
　
N

◎
一
般
質
問
…
十
四
名
の
議
員
が
、
燐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豪
雪
対
策
、
農
業
問
題
、
新
年
度
予
N

算
、
建
設
行
政
、
産
業
対
策
な
ど
に
・

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
餌

〔
第
二
回
臨
時
会
〕
　
％
　
　
　
　
N

◎
十
日
町
市
税
条
例
の
一
部
改
正
・
・
曇

改
正
さ
れ
た
主
な
内
容
は
、
つ
ぎ
の
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

一
、
市
民
税
法
人
均
等
割
の
改
正
　
舗

二
、
軽
自
動
車
税
の
改
正
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
個
人
市
民
税
所
得
割
の
税
率
等
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
改
正
（
た
だ
し
、
六
十
年
度
か
ら
坊

適
用
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
な
お
、
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
N
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

個
人
市
民
税
所
得
控
除
額
等
の
引
き
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
げ
は
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
実
施
。
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

北
越
銀
行
が
ミ
ス
雪
ま
つ
り
に

　
　
香
港
旅
行
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
北
越
銀
行
十
日
町
支
店
（
田
中
俊

夫
支
店
長
）
で
は
、
今
年
の
ミ
ス
雪

ま
つ
り
の
皆
さ
ん
に
香
港
旅
行
（
三

泊
四
日
の
往
復
航
空
券
）
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
て
市
商
工
課
（
雪
ま

つ
り
事
務
局
）
で
は
、
今
後
具
体
的

な
旅
行
プ
ラ
ン
の
検
討
な
ど
、
よ
り

有
効
な
も
の
に
す
べ
く
考
え
て
ゆ
く

と
の
こ
と
で
す
。
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昭
和
五
十
五
年
に
農
用
地
利
用
増

進
法
が
制
定
さ
れ
三
年
経
過
し
ま
し

た
。
農
地
の
流
動
化
と
有
効
利
用
の

た
め
の
施
策
が
い
っ
そ
う
積
極
的
に

推
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

小
作
料
を
め
ぐ
っ
て
も
重
要
な
時
期

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

料作小準標

■普通畑（10a当たり）■水　田（10a当たり）

区分 金額 基準収量 区分 金額
第1級地 30，00♂ 540kg 第1級地 14，00d刃

第2級地 25，000 480kg 第2級地 12，000

第3級地 20，000 440kg 第3級地 6，000

第4級地 12，000 400kg 第4級地 4，000

　
十
日
町
市
小
作
料
協
議
会
は
三
月

二
且
、
標
準
小
作
料
に
つ
い
て
検
討

の
結
果
、
小
作
料
据
え
置
き
を
農
業

委
員
会
長
に
答
申
し
、
市
農
業
委
員

会
で
は
こ
の
答
申
を
受
け
入
れ
正
式

に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
今

後
三
年
間
の
小
作
料
は
、
こ
の
標
準

　
　
道
路
法
　
河
川
法
の
規
定
に
よ
り

）
土
地
の
立
ち
入
り
を
行
い
ま
す
。

告
、

公
一
立
ち
入
り
者
市
建
設
課
職
員

（
測
量
業
者
職
員
及
び
従
事
者

てい
二
、
立
ち
入
り
の
目
的
市
道
改
良

つ
舗
装
、
河
川
改
修
、
災
害
復
旧
、
消

一
｝邦

雪
パ
イ
プ
布
設
、
流
雪
溝
整
備
に
と

む入
も
な
う
調
査
、
測
量
、
工
事
、
維
持
、

ち
道
路
台
帳
整
備
に
と
も
な
う
測
量

立の
三
、
立
ち
入
り
区
域
市
内
全
域

地
四
、
立
ち
入
り
期
問
昭
和
五
＋
九

土
年
四
月
一
日
～
昭
和
六
十
年
三
月
三

　
　
十
一
日

標準小作料農地区分図

’覧

ll臨議
≧
●
θ

　
か

堀之内

小
作
料
を
基
本
に
し
て
定
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
小
作
料
は
標
準
小
作
料
及
び

農
地
区
分
図
を
目
安
に
し
、
そ
の
農

地
の
収
量
や
生
産
条
件
等
を
勘
案
し

て
当
事
者
間
の
協
議
に
よ
り
決
定
し

て
く
だ
さ
い
。

＼．

　．　、

　　　》一＼

　　　　　r
　　東枯木シ’

　　　ご
　　　ジ

　〆ρ

新水

　
　
　
　
ム

き
瀕　
　
　
　
魏

　
獺
、

　
　
　
的

，
？
λ
）
き
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
5
9
年
度
調
理
師
試
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
試
験
日
時
　
六
月
二
十
七
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
～
三
時
四
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
試
験
地
　
南
魚
沼
郡
六
日
町
（
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
、
小
出
、
六
日
町
保
健
所
管
内
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
願
期
間
・
提
出
場
所
　
五
月
十
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
か
ら
五
月
二
十
五
日
ま
で
。
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
保
健
所
へ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
験
手
数
料
　
三
千
四
百
円
（
県
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
証
紙
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
験
資
格
、
試
験
科
目
な
ど
詳
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
十
日
町
保
健
所
（
塚
原
町
　
智

，
，
イ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
－
二
四
〇
〇
番
）
へ
。

　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
塊
　
　
　
沢
。
～

　
　
　
の
　
　
　
　
ち
メ

　
　
　
ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

“
　
　
　
騒
　
　
　
　
　
　
電
気
工
事
士
試
験
実
施

鱒
．
問
　
　
＼

　
　
．
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
書
の
請
求
　
　
”
電
気
工
事
士
試
験

　
　
　
　
　
り

　
　
“
　
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
書
請
求
”
と
朱
書
し
た
封
筒
に
、

　
　
環
，
、

　
　
X
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
返
信
用
封
筒
（
2
0
．
2
仕
．
×
2
5
．
7

露
騰
＼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
・
の
用
紙
が
入
る
大
き
さ
で
あ
て
先

欄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
明
記
。
伽
円
切
手
貼
付
）
を
同
封
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
　
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潟
市
学
校
町
通
一
番
町
　
新
潟
県
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
労
働
部
工
業
振
興
課
電
気
・
鉱
業

　
　
　
ご
森
鯵
饗
載
総
ー
検
察
審
査
響
制
度

　
　
「
交
通
事
故
、
詐
欺
そ
の
他
の
犯
　
　
審
査
員
が
民
間
人
を
代
表
し
、
住
民

凡　　　例

1級農地

2級〃
3級〃
4級〃

、
9
（
ノ

　
轟

露　
灘
遷
，
護

薦
饗

灘
　
期

搬雛

　磁嚢　鶯議灘

　　　　　　長塁
　　　　　　ひ

繍　　 ＿　　　榊ツ量

罐
優
崖

　
　
　
灘

餐
繧
　
　
譲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
　
　
懸

　
瓢
謡

　
　
織

　
　
　
　
　
　
媛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪
　
　
鱒

無
　
、
憶
’
　
　
　
仙
　
　
　
　
戸

　
　
マ
！
ノ
忌
欝
－
＼
、

　
　
　
　
　
　
松

離縫

曝
錨
灘
嚢

　
農
耕
作
業
用
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
・

耕
運
機
・
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
）
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
と
え
道
路
を
走
行
し
な
く
て
も
法

律
に
よ
り
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
）
を
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
消
雪
の
季
節
を
迎
え
、
新
し

く
購
入
し
た
り
買
い
替
え
た
り
し
た

時
は
、
忘
れ
ず
に
そ
の
旨
を
申
告
し

標
識
を
取
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。
特

に
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
で
付
け
忘
れ
て

い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
間
い
合
わ
せ
は
、
市
税
務
課
管
理

収
納
係
（
智
五
七
－
三
一
一
一
番
内

線
一
一
五
）
へ
。

　
　
通
行
止

　
市
道
水
沢
原
本
線
は
水
沢
地
内
で

雪
崩
危
険
の
た
め
、
昭
和
五
十
九
年

四
月
五
日
か
ら
当
分
の
間
通
行
止
と

な
り
ま
す
。

罪
で
被
害
を
受
け
た
の
に
検
察
官
が

犯
人
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
の
は

ふ
に
お
ち
な
い
」
　
「
選
挙
違
反
や
汚

職
等
で
大
き
な
疑
惑
が
も
た
れ
た
事

件
な
の
に
、
告
発
し
て
も
検
察
官
が

起
訴
し
な
か
っ
た
の
は
納
得
で
き
な

い
一
　
　
　
こ
ん
な
不
満
の
あ
る
人

の
た
め
に
あ
る
の
が
”
検
察
審
査
会

制
度
”
で
す
。
市
町
村
の
選
挙
人
名

簿
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一
人
の

と
し
て
の
健
全
な
良
識
に
従
い
、
検

察
官
の
不
起
訴
処
分
を
調
べ
な
お
し

て
く
れ
る
民
主
的
な
国
の
機
関
で
す
。

　
相
談
や
審
査
の
申
し
立
て
に
費
用

は
い
っ
さ
い
か
か
り
ま
せ
ん
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

囹
長
岡
市
三
和
三
丁
目
九
f
二
八

　
裁
判
所
構
内
　
長
岡
検
察
審
査
会

事
務
局
　
　
（
奮
〇
二
五
八
ー
三
五
－

二
一
四
一
番
）

係
（
智
〇
二
五
二
－
二
三
－
五
五
一

一
内
線
三
二
七
九
）
　
受
付
け
は
五

月
一
日
か
ら
五
月
十
五
日
ま
で

※
筆
記
試
験
は
六
月
十
七
日
に
新
潟

市
ほ
か
、
技
能
試
験
は
八
月
二
十
一

日
に
新
潟
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

工
業
統
計
鯛
査

ポ
ス
タ
蹉
募
集

　
通
商
産
業
省
で
は
毎
年
実
施
し
て

い
る
工
業
統
計
調
査
の
広
報
用
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
．
作
品
は

事
業
所
が
調
査
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
協
力
が
得
ら
れ
る
内
容
で
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

■
規
格
　
C
り
縦
59
独
．
横
42
弛
．
で
縦
長

に
使
用
　
ω
4
色
以
内
（
白
色
は
数

に
含
め
な
い
）
　
＠
使
用
文
字
”
通

商
産
業
省
”
”
工
業
統
計
調
査
”
．
昭

和
5
9
年
12
月
31
日
”
　
＠
ポ
ス
タ
ー

の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
（
学

校
名
）
を
必
ず
明
記
。

■
応
募
期
問
　
昭
和
59
年
5
月
1
0
日

～
6
月
30
日
（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
先
　
新
潟
市
学
校
町
通
一
番

町
　
新
潟
県
企
画
調
整
部
統
計
課

「
壼
o
亟
唾
壺
亟
典
o
壺
o
o
o
j
，

補聴器修理会
　　　日程変更

　5月から補聴器修理会の日
程を次のように変更します。

◎水曜日午後3時一
◎金曜日午後3時一

『
o
壺
o
亟
o
唾
亘
亟
亟
o
o
o
L
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■新しい発想￥豊かなメニュー～体育課

■みなぎる力．さわやか健康～体育協会

市体育課
市民体育館

盈57－3111番（内線326）

盈57－5208番
■市民の健康，体指とともに～体育指導委員会

スポーッ教室一体育指導委員と＿緒に快い汗を！一

会　　場 開始日 内　　　　容 対　　象 時　聞 体育指導委員責任者

市民体育館
　％（金）

各7回×2

●軟式テニス（第レ3金曜日〉

40歳以上の男女 午後
7：30～9：30

宮入　健一
（費57－2067）
　　　　ダ

．バレーボール卓撃　（第24金曜日〉

　　　バ桧ントン

東小学校
　％（火）

毎週×7回
●卓　　　球
●ノぐ　ド　ミ　ン　ト　ン

　　一　般
（小中学生を除く）

午後
7：30～9：30

野沢　　　茂
（智57－8524）

中条中学校
　％（水）

毎週×20回
●軟　式　テ　ニ　ス 　　一　般

（小中学生を除く）
午後
7：30～9：30

湯沢　一彦
（費57－9166）

東下組小学校
　％（木）

毎週×5回
●レ　ク　ダ　ン　ス
●卓　球●民　　踊

　　一　般
（小中学生を除く）

午後
8：00～9：30

丸山　亮一
（費55－2021）

吉田中学校
　％（月）

毎週×5回 ●レクリェーション 　　一　般
（小中学生を除く）

午後
8：00～9：30

太田　　　功
（智57－6925）

名ヶ山小学校
　％1（火）

毎週×8回
　レクリェーション●　ノくレ　ー　ボー　ノレ 　　一　般

（小中学生を除く）
午後
8：00～9：30

春日　　昇
（智57－6261）

馬場小学校
　％（水）

毎週×4回
　レクリェーション●　軽　ス　ポ　ー　’ソ 　　一　般

（小中学生を除く）
午後
7：30～9：30

川田　政春
（智58－2057）

野中小学校
　％（水）

毎週×5回
●卓　　　球
●ノぐ　ド　ミ　ン　ト　ン

　　一　般
（小中学生を除く）

午後
8：00～9：30

長津　俊男
（費57－4862）

ρ

手ヨットのぞいて

磁τご：5ん

溶
警
一

（
・

（
り
C

φ
鶴

幽
避

屋外体育施設の申し込みは5月1日から　　　　　　　〈利用者にお願い〉

　　◎欝と撫料（4月去・日号参照）が必要嘱★鰍星騨）（灘嶺醒㌶蹴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5月1日～30日（予定〉は使用できません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★テニスコート利用者へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●テニスシューズとスポーツウェアの着用●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用日誌への記入●テニスコート管理代行者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の指示に従う●ブラッシングなど後かたずけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を忘れずに●体育館、テニスコート管理棟に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「使用不可」のかけ札がでている時は使用し

期日 行　　事　　名 会　場 主　管

5／7㈲ おはようサイクリング 市　　　内 市サイ列ンク協会

5／13㈲ 市内9人制バレーボール大会 市民体育館 市バレーボール協会

5／13（日〉

コート開き兼市長杯争奪軟式庭球

第1回セキグチスポーッ
　　　レディース大会

庭球コート 市軟式庭球連盟

5／20（日） 第10回原田杯中学生軟式庭球大会 未　　　定 市軟式庭球連盟

5／20（日） 春季会長杯兼二市三郡選抜

　バスケットボール大会
十中体育館

市バスケット

ボール協会

5／27（日） 第5回魚沼二市三郡クラブ
　対抗バドミントン大会

市民体育館 市バドミントン協会

5／27（a） （軟式庭球）国体2次県予選会
信濃川運動公園

テニスコート
市軟式庭球連盟

下旬 山菜とりサイクリング 郡　市　内 市サイクリンク協会

未定 春季野球選手権大会 市内野球場 市野球連盟

未定 中学生体操指導会 未　　　定 市体操協会

未定 相撲指導者講習会 武　道　館 市相撲連盟

市婁顯鞘藷司

己一
誉
口

念

■期問　5月7日～9月30日

　　　毎週月・水・金曜日
■場所　市役所前5時30分出発

・■参加資格　5kmぐらい自転車で走れる人

　　　小学生低学年は父兄同伴
■会費　大人2，000円　子供1，200円

　　　　　　　　　　（保険料を含む）
■申し込み　市体育館・市内各自転車店

　　サイクリング協会事務局（智57－4860）

駅
伝
競
争
大

“
ち
ょ
っ
と
早
起
き
し
ま
せ
ん
か
”

陸上教室（5月～11月）梧沢　　武（費57－1639）

卓球教室（5月～11月）南雲　和幸（費58－3172）

ジュニアサッカー教室（4月～3月）若山　　裕（奮52－3163）

春季柔道教室（4月16日～）高橋　輝雄（智57－8243）

ジュニア軟式庭球講習会（5月・11月）宇都宮正人（奮57－8862）

季拶禦鑛5月下旬）村山昭夫（費5H155）

鰐

鯵灘鰯礎
（写其新潟日報簿奪

会

　
　
　
　
〃

　
　
黛

　
　
　
　
　
一

鎧
、
鰹

　
審
判
講
習
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　　　　ぺ

　　　■対象　各クラブ2名以内
※競技規則書を持参してください。

市民体育館夜間開放（昭和59年度前期）
　　◎期問　5月1日㈹～11月30日囲

前　半5時30分～7時30分　　　i　　後　半7時30分～9時30分

月
　　　　　　　：　　　　　　　　：　第1　　　バドミントン
バドミントン　1　　　　　　　：　第2・4　身障者体育開放日
　　　　　　　l　　　　　　　l　第3　　　青年学級

火 バレーボール　i　卓　　球　　iバレーボールi　卓　球

水 バドミントン　i　　　　　　　　　lバスケットボール：バドミントン
　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

木 ：バレーボール：バドミントン
　　　　　　　　　ー

金 バレーボール　：バドミントン　：体指のスポーツ教室（5／25から）
　　　　　　　l　　　　　　　　　　l

土 i　　　軟　式　庭　球
日 ：　　　ヘルシーサークル

し

※利用の際はマナーをよく守りましょう…
●各部屋、用具の整理整頓を。特に体育館フロアのモップがけ、後しまつは使用前
以上にきちんと行いましょう。●「オネガイシマス」から「アリガトウゴザイマシ
タ」まで、あいさつをかわしあい、お互い心良く利用しあいましょう。●シューズ
は、内ばきと外ばきの区別をはっきケ）。※中学生以下の利用は、前半（午後7：30ま
で）に限ります。
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日
生
ま
れ
の
十
日
町
市
在
住
者
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
当
日
は
、
ふ
ろ
し
き
を
お
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
十
日
町
市
成

人
式
を
五
月
十
三
日
（
日
）
に
、
市

民
会
館
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
該
当
者
は
、
昭
和
三
十

　
＊
プ
ロ
グ
ラ
ム
＊

o
受
付
…
：
…
…
…
…
・
午
前
九
時

o
開
式
…
…
…
…
…
…
午
前
十
時

o
お
祝
い
の
こ
と
ば
…
十
日
町
市
長

O
「
二
十
歳
の
記
録
」
　
朗
読

o
記
念
講
演

　
　
評
論
家
　
入
江
徳
郎
氏

o
市
民
吹
奏
楽
団
の
演
奏

O
「
若
者
た
ち
」
　
斉
唱

o
終
了
…
…
…
午
前
十
一
時
五
十
分

仲問を募集中です〃

　～十日町青年学級～

●25歳までの青年男女なら

　どなたも入れます。

●5月学習日

　10●17●24●31日

コ　ース 講　　師

ビ　デ　オ 尾身辰二氏

焼　　物 堀田　正氏

料　　理 村武玲子氏

映画評論 田村喜一氏

ミニコミ 森本忠彦氏

写　　真 遠田誠也氏
絵　　　画 田中武夫氏

●期　間　4月～60年3月
●学習日　毎週木曜日

　　　　夜7時～9時
●申込み　十日町市公民館

　　　　歪蟄57－5011

～会の友館物博～

研究グルーブ員募集

古文書 古文書の解読と整理

歴　　史 信濃川の歴史調査

昭和史 妻有の出稼女工調査

民　俗 越後縮と民俗語い調査

方　言 妻有の方言調査

植　物 十日町地方の植生調査

五厘又圃辰川り盤郊狙
月　昭和史　妻有の出稼女工調査

五
日民俗越後縮と民俗語い調査

パ子方言妻有の方言調査
供植物＋日町地方の植生調査
の
旦◆酩以上集まらないとグループは

は　　成立しません。

開◆研究会は大体月1回で、土曜日、
館または日曜日の午後です．
し　◆費用はグル＿プ費若干です．

葬希望者はお早めに友の会事務局一

〇　　奮57－5531（博物館内）

　　　　　　　　ひろ　し
中沢桂（ソプラノ）・川上洋司（テノール）

　ジョイントコンサートのお誘い

◆と　き　5月9日㈲午後6時半

　　　　　（6時開場）

◆ところ　十日町市民会館

◆入場料　前売券2，000円

　　　　　（当日券2，300円）

囹プログラム

　第1部　日本歌曲…この道、初恋

　　荒城の月　ほか

　　　　　外国曲…オーソレミオ、

　　帰れソレントヘ　ほか

　第2部　オペラ曲…婚姫、慕わし

　　き人の名は　ほか

◆前売券扱い所　イトー楽器、十日町

　町新聞社、十日町タイムス社、大万

　書店、都屋時計店、野上書店、はと

　や、市公民館（本館、各地区館）

公民館（本館）

市民講座開講〈第2弾〉

月2回予定
5月11團・
　　18働日

〈近代小説〉小説を味続するた

めの手だすけ

5月は「川端康成の世界」

　　講師　野本郁太郎氏

毎月第2・
4水曜日

5月

　9・23日

〈古文書入門〉検地帳・訴訟状

などの古文書が読めるためのイ・

ロ・ハからの手ほどき

　　講師　上村　政基氏

●市公民館に連絡用ハガキ7枚を添

　えて申し込みください。

　（電話でも可　盈57－5011）

●小・中・高校生は受講できません。

●学習は12月までの予定。時問は夜

　7時～9時です。
●定員は30名です。

囹十日町再発見「近世の群像」は5

　月下旬開講します。

　詳細は5月10日号でご案内します。

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
＊
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
4
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ス
　
　
キ
　
　
ー
　
　
靴

ハ
ン
ソ
ン
ア
バ
ン
テ
イ

二
十
五
㎝

（
紺
）

一
万
二
千
円

ス
　
キ
　
！
　
一
　
式

（
友
　
　
子
）

（
靴
）

二
十
五
種
．

相
談
で

ス
キ
ー
パ
　
ン
ツ

（
エ
レ
ッ
セ
）

W
　
・
7
6

股
下
7
6

一
万
二
千
円

ス
タ
ン
ド
ピ
ア
ノ

中
　
古

〃

炊
飯
ジ
ャ
ー

中
　
　
古

相
談
で

パ
　
　
ソ
　
　
コ
　
　
ン

マ
ッ
ク
ス
マ
シ
ー
ン

〃

二
万
五
千
円

並
目
通
自
動
車

五
　
　
十
　
　
年
　
　
型

千
六
百
㏄

八
万
円

ス
　
　
ベ
　
　
リ
　
　
ム
ロ

（
室
内
用
）

〃

相
談
で

冷
　
　
蔵
　
　
庫

百
七
〇
尼

相
談
で

二
段
ベ
ッ
ト

〃

〃

炊
　
　
飯
　
　
器

中
　
古

〃

乳
　
　
母
　
　
車

〃

〃

電
気
ス
ト
ー
ブ

ナ
シ
ョ
ナ
ル

〃

自
転
車
（
男
子
）

（
小
学
四
・
五
年
用
）

〃

〃

ポ
ケ
ッ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

プ
リ
ン
タ
ー
・
テ
ー
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

シ
ャ
ー
プ

P
C
千
五
百

九
万
八
千
円

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
靴

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

二
十
四
㎝

〃

麻
　
雀
　
パ
　
イ

中
　
古

二
千
円
位

自
　
　
　
転
　
　
　
車

（
大
人
用
）

中
　
古

〃

カ
一
フ
ー
ボ
ッ
ク
ス

シ
ュ
ー
ズ
一
フ
ッ
ク

高
さ
一
m

〃

十日町の

　　人に

　　　　　なりました

■伊達第2
　村山　朱美さん　　　　　鵯〔44〕

　～福島・広野町から～

★
♪
い
ま
は
山
な
か
、
い
ま
は
浜
♪

の
童
謡
”
汽
車
”
の
舞
台
と
な
っ
た
、

海
あ
り
山
あ
り
の
風
光
明
媚
な
福
島

県
は
広
野
町
か
ら
嫁
い
で
来
た
の
が
、

伊
達
第
二
の
村
山
朱
美
さ
ん
㈱
、
三

月
三
十
日
に
結
婚
し
た
ば
か
り
で
す
。

★
夫
の
清
さ
ん
（
運
輸
会
社
勤
務
）

が
東
京
の
営
業
所
、
朱
美
さ
ん
が
神

奈
川
の
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
時
。

清
さ
ん
の
会
社
の
生
輩
が
、
朱
美
さ

ん
の
高
校
の
先
輩
。
そ
の
人
の
紹
介

で
四
年
前
に
交
際
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
し
か
し
二
年
前
、
お
互
い
郷
里
に

戻
っ
た
た
め
、
以
後
の
デ
ー
ト
場
所

は
な
ん
と
高
騎
の
街
。
清
さ
ん
は
車

で
、
朱
美
さ
ん
は
電
車
で
出
か
け
た

　
ン

と
カ
…
・
：

　
こ
の
二
人
の
熱
い
交
際
と
清
さ
ん

の
明
朗
な
人
柄
に
、
独
り
っ
子
の
朱

美
さ
ん
の
結
婚
を
ご
両
親
は
賛
成
し

て
く
れ
た
と
の
こ
と
。

★
十
日
町
に
つ
い
て
は
「
第
一
印
象

は
、
近
所
の
人
達
の
温
か
さ
で
す
。

来
て
間
も
な
い
で
す
が
、
郷
里
に
似

た
感
じ
の
街
で
安
心
感
が
あ
り
ま
す
一

　
現
在
、
近
く
の
電
子
部
品
関
係
の

会
社
に
勤
め
「
仕
事
に
ま
た
十
日
町

の
空
気
に
慣
れ
よ
う
と
一
生
け
ん
命

な
ん
で
す
一

★
お
母
さ
ん
の
「
バ
レ
ー
の
選
手
だ

っ
た
の
だ
か
ら
、
伊
達
の
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
に
入
っ
て
気
晴
し
で
も
し
た

ら
一
と
の
優
し
い
心
遣
い
も
。

　
ご
両
親
、
お
ば
あ
さ
ん
と
の
五
人

暮
し
、
四
世
代
の
賑
や
か
な
家
庭
に

な
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
　
5
月
の
市
民
講
座
（
本
館
）
の
お
知
ら
せ

■
焼
物
入
門
　
毎
週
火
曜
日
（
1
・
8
・
　
　
※
い
ず
れ
も
夜
7
時
～

　
1
5
・
22
・
2
9
日
）
　
　
　
　
　
　
　
■
味
の
手
ほ
ど
き
　
金
曜
日
（
11
．
2
5

■
き
ょ
う
の
料
理
　
水
曜
日
（
9
日
1
6
　
　
日
）

　
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
昼
1
時
3
0
分
～

…一｝丁
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★
該
当
者
　
O
昭
和
五
十
八
年
生
ま

れ
の
人
全
員
　
⇔
四
歳
未
満
の
人
で

昨
年
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が

陰
性
、
疑
陽
性
の
人
。
た
だ
し
、
効

果
判
定
を
受
け
た
人
（
ツ
反
検
査
を

二
回
受
け
た
人
）
を
除
く
。
　
口
四

歳
未
満
の
人
で
、
昨
年
の
再
ツ
反
検

査
（
予
防
接
種
欄
に
㊥
の
あ
る
人
）

が
陰
性
、
疑
陽
性
の
人
。
　
四
四
歳

未
満
の
人
で
、
今
ま
で
ツ
反
検
査
を

受
け
た
こ
と
の
な
い
人
。

★
注
意
事
項
　
・
母
子
健
康
手
帳
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
　
・
ツ
反
検

査
、
B
C
G
接
種
後
は
、
も
ん
だ
り

こ
す
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
当
日
の
入
浴
は
さ
け
て
く
だ
さ
い
。

鋪
ツ
反
検
査
”
・
当
日
、
会
場
で
接

種
券
を
記
入
し
ま
す
。
（
保
護
者
が
同

伴
で
き
な
い
と
き
は
、
事
前
に
市
保

健
衛
生
課
に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
）

・
ツ
反
検
査
後
に
、
B
C
G
の
問
診

票
を
わ
た
し
ま
す
。

“
判
定
・
B
C
G
接
種
“
・
問
診
票

は
全
て
記
入
し
、
印
鑑
を
つ
い
て
く

だ
さ
い
。
　
・
当
日
は
朝
、
昼
の
体

温
測
定
を
し
て
く
だ
さ
い
。

地
　
区
　
名

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

判
定
・
B
C
G

受
　
付
　
時
　
間

実
施
会
場

月
　
　
日

月
　
　
日

十
日
町
小
学
校
区

赤
倉
小
学
校
区

F
D
日
月
Ω
り
口
日

　
（
火
）

5
月
1
0
日

　
（
木
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

保
健
セ
ン
タ
ー

鐙
島
小
学
校
区

5
月
9
日

（
水
）

5
月
n
日

（
金
）

午
後

2
時
　
　
　
～
2
時
1
0
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後

2
時
4
0
分
～
2
時
5
0
分

真
田
小
学
校

飛
一
小
学
校
区

午
後

2
時
　
　
　
～
2
時
1
0
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後

2
時
3
0
分
～
2
時
4
0
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

午
後

2
時
5
0
分
～
3
時

枯
木
又
分
校

水
沢
小
学
校
区

5
月
1
5
日

　
（
火
）

5
月
1
7
日

　
（
木
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

水
沢
出
張
所

吉
田
小
学
校
区

5
月
1
6
日

　
（
水
）

5
月
B
日

　
（
金
）

午
後

2
時
　
　
　
～
2
時
1
0
分

吉
田
小
学
校

名
ヶ
山
小
学
校
区

午
後

2
時
4
0
分
～
2
時
5
0
分

名
ヶ
山
小
学
校

中
条
小
学
校
区

5
月
2
3
日

　
（
水
）

5
月
2
5
日

　
（
金
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

中
条
小
学
校

東
小
学
校
区

5
月
2
9
日

（
火
）

5
月
3
1
日

（
木
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

東
　
小
　
学
　
校

六
箇
小
学
校
区

午
後

2
時
　
　
　
～
2
時
1
0
分

六
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

午
後

2
時
4
0
分
～
2
時
5
0
分

野
中
小
学
校

馬
場
小
学
校
区

5
月
3
0
日

（
水
）

6
月
－
日

（
金
）

午
後

2
時
　
　
　
～
2
時
1
0
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後

2
時
4
0
分
～
2
時
5
0
分

珠
　
田
　
分
　
校

下
条
小
学
校
区

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

下
条
公
民
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後

2
時
5
0
分
～
3
時

東
下
組
小
学
校

川
治
小
学
校
区

八
箇
小
学
校
区

ρ
o
日
月
F
b
n
口

　
（
火
）

ρ
o
日
月
7
－
ロ
U

　
（
木
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

保
健
セ
ン
タ
i

西
小
学
校
区

ハ
0
日
月
（
b
口
目

　
（
水
）

ハ
o
日
月
8
ロ
ロ

　
（
金
）

午
後

1
時
4
5
分
～
2
時
1
5
分

保
健
セ
ン
タ
ー

★
ツ
反
検
査
・
B
C
G
接
種
を
受
け

れ
な
い
人
　
O
前
回
の
ツ
反
検
査
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

反
応
の
強
か
っ
た
人
　
口
慢
延
性
の

皮
ふ
病
に
か
か
っ
て
い
る
人
　
口
著

し
い
栄
養
障
害
、
重
症
ま
た
は
有
熱

の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
人

★
十
日
町
市
に
住
所
の
な
い
人
は
、

住
民
登
録
を
し
て
あ
る
市
町
村
か
ら

予
防
接
種
依
頼
書
を
も
ら
い
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

ウ

…
5
獄
縦
纐
懸
灘
識
撰
㎜

ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

…
3
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
一

芸
憲
法
記
念
日
）
盈
5
2
の
2
9
5
7
番
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
5
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）
↑

芸
子
供
の
日
）
8
5
2
の
3
2
7
6
番
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胃

27　　20　　　　　13　　　　　6
日　　日　　　　　　日　　　　　　日

第
二
藤
巻
医
院
（
川
西
町
上
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
費
6
8
の
2
0
1
8
番
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

上
村
医
院
（
中
里
村
田
中
）
　
…

　
8
6
3
の
2
1
1
1
番
｝

山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
8
5
5
の
2
0
0
3
番
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
…

　
8
6
5
の
3
1
6
1
番
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

池
田
医
院
（
本
町
西
一
丁
目
）
一

　
8
5
2
の
2
5
8
1
番
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
一

　
費
5
2
の
2
1
7
4
番
…

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
五
月
十
一
日
㈹
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
新
水
、
蕨
平
、
三
ツ
山
、

上
田
原
、
宇
田
ヶ
沢
、
中
条
菅
沼
、

山
新
田
、
小
貫
、
東
枯
木
又
、
西
枯

木
又
の
全
部

むし歯のないよい歯の子
（4月の3歳児健診を受けた子52名）

氏　名 住　所 保護者名

村山　道俊 吉田山谷 道　雄

尾身　文香 鉢　　　　　1 信　義

筑波　孝仁 高　　山　　3 孝　夫

佐藤　健太 土　市　　5 清

上村　浩二 土　　市　　1 長　生

常山　優他 ．島 淳

小野塚晃浩 栄　　　　町 道　夫

三輪　真弓 袋　町　西 正　幸

池田麻奈美 西　　浦　西 勝　秀

高橋麻衣子 西本町　2 勇

庭野亜季子 学校町　1 恵市郎

村山　知之 本町7－1 守　男

鈴木　康之 五軒新田 隆

小林　友和 四日町新田4 広　敏

岩田恵理子 太　　子　　堂 末　治

岩田　真実 中条新田 邦　行

大川　恵美 旭　　ケ　丘 孝

大津　和美 三　　ツ　　山 勇

5
凝
纏
灘
難
懸
纏
燦
診
、
餐
鍵
麗
、

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
場
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

5
月
1
6
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
2
時

保
健
セ
ン
タ
i

55

年
n
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
健
　
診

5
月
1
8
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
～
2
時

57

年
n
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に

育
児
学
級

5
月
24
日

　
（
木
）

午
後
1
時

　
～
1
時
30
分

59

年
1
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

5
月
2
1
日

　
（
月
）

午
後
1
時

　
～
3
時

58

年
7
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
〉

お
願
い
蔚
欝
伽
親
纂
微
鶴
齢
墾
罐
に
み
が
い
て
来
て
く
だ
さ
い
・

市
保
穣
雛
灘
蛋

　
パ
ー
懸
｛
登
鎌
翻
贈
δ
募
集

　
市
で
は
、
乳
幼
児
健
康
診
査
や
循

環
器
検
診
な
ど
の
保
健
事
業
を
、
パ

ー
ト
（
登
録
制
）
で
協
力
で
き
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
資
格
　
看
護
婦
、
保
健
婦
、
助
産

婦
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

●
申
込
み
先
　
五
月
十
五
日
（
火
）

ま
で
に
、
履
歴
書
、
免
許
証
の
写
し

を
添
え
て
市
総
務
課
人
事
秘
書
係
へ

●
問
合
せ
先
　
市
総
務
課
人
事
秘
書

係
（
8
五
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二

一
二
）
ま
た
は
市
保
健
衛
生
課
保
健

衛
生
係
（
内
線
五
〇
二
）
へ
。

　
脳
卒
中
や
ケ
ガ
等
で
機
能
回
復
を

必
要
と
す
る
人
（
医
療
機
関
で
受
け

て
い
な
い
人
）
を
対
象
に
、
リ
ハ
ビ

リ
訓
練
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
先
　
五
月
十
五

日
（
火
）
ま
で
に
市
保
健
衛
生
課
保

健
衛
生
係
（
盈
五
七
－
三
一
一
一
番

内
線
五
〇
二
）
へ
。

13日（日）商工会議所前

　　午前10時～午後4時
21日（月）十日町砂利恰）

　　午前10時～午後3時
22日（幻　十日町専門店会（プラザコア

　　午前10時～午後3時

一明目といわず今献血を一一一

一消費者の豆知識⑦一

月
　
　
月
　
　
月

「
D
　
　
　
　
5
　
　
　
　
5

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

〔
よ
く
あ
る
ト
ラ
ブ
ル
〕

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
事
故
に
は
、
色
の
変
化
、
し
み
、
風
合
い
の
変
化
、
損
傷
等
が
あ
り
ま
す
。

〔
依
頼
や
受
取
り
時
の
注
意
〕

◇
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
と
き
は
、
必
ず
預
か
り
証
を
も
ら
い
ま
す
。

◇
フ
ァ
ッ
シ
，
ン
性
の
高
い
製
品
は
脚
逃
※
⑭
の
絵
表
示
や
「
洗
た
ー
は
専
門
店
に
相
談

　
し
て
く
だ
さ
い
」
と
注
意
書
き
の
あ
る
も
の
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
可
能
か
確
認
し
ま
す
。

◇
ダ
ウ
ン
製
品
や
毛
皮
を
縫
い
つ
け
た
コ
ー
ト
類
で
汚
れ
の
ひ
ど
い
も
の
は
、
希
望
通
り
に
落

　
ち
る
か
ど
う
か
確
認
し
ま
す
。

◇
し
み
抜
き
は
完
全
に
取
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、
価
格
も
作
業
に
よ
り
違
う
の
で
あ
ら
か
じ
め

　
相
談
し
ま
す
。

◇
高
価
な
飾
り
ボ
タ
ン
は
取
り
、
ベ
ル
ト
等
の
付
属
品
が
あ
る
場
合
は
伝
え
て
お
き
ま
す
．

◇
対
の
衣
服
は
必
ず
、
一
緒
に
出
す
よ
う
に
し
ま
す
。

◇
形
見
や
特
別
な
衣
類
は
、
そ
の
旨
を
知
ら
せ
て
お
き
ま
す
。

◇
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
あ
が
っ
て
き
た
ら
、
そ
の
場
で
点
検
し
、
事
故
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ

　
に
申
し
出
ま
す
。


